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     私たちの活動や意見を平和委員会のなかま たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和のなかまに伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスご連絡ください 

 
 
 
                                          
 
 
 
 

Stop ！ 改憲策動：国民の盛り上がりで 
改憲勢力は衆議院で２/３ を占めています。首相は改憲手続きを定めた 96 条から始めると明言し、「国民軍」

の創設とか、集団的自衛権の行使など、物騒な主張がでてきました。一部では今の憲法は押し付けられたものと

言いますが、国会で審議し、内外から批判が高まる中で「国民主権」「戦力不保持」などを入れて修正されて、

制定されたものです。 
オスプレイ反対、原発再稼働反対の大きなうねりと合流して跳ね返しましょう。 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 参加者募集   3.1 ビキニデー：日本原水協全国集会 2 月 28 日 13：00～、会場：静岡グ

ランシップ： 3 月 1 日、墓参行進、墓前祭、ビキニデー集会（焼津市文化センター） 
  参加費の補助あり 
 

： 3.11 メモリアル･デー 原発ゼロ☆大行動 

 3 月 10 日(日)、pm1:00 日比谷野外音楽堂集会.  2:00 請願デモ 
「土浦地域連絡会」としては東京大集会を中心に取り組む 
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「百里初午祭り」（2 月 11 日）に参加 
戦後一貫して地元の住民が軍事基地闘争を闘い続 
けているのは、沖縄の米軍に対する闘争と自衛隊に 
対する百里の闘いです。「政府の憲法解釈について 
は触れずに、自衛隊が憲法違反か否かについても判 
断しない」とした最高裁判決から 24 年になります。 
それでも、百里弁護団は解散していません。百里 

の闘いは今でも続いているのです。 
 ことしの初午祭りには、地元茨城を中心に東京や 
埼玉から大型バスで、栃木からも参加があり、かっ 
てなく盛り上がりました。百里弁護団の内藤弁護 
士、布川事件の桜井さんの話などもあり、ヒューマ

ンファーマーズのフォークソングや参加団体の模 
擬店も出て、楽しいうえに、厳しい情勢を反映したものとなりました。土浦平和の会からも、10 数名が

参加し、「東海第二原発再稼働反対・廃炉に」の署名をとり、１２０筆+αが取れました。 
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百里平和公園の初午祭 
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３月 30 日（土）Big 対談。村上達也村長＆小森陽一さん 
13:40～オープニングアクト（橋本実さん） 
会場: 東海文化センター（JR,東海駅徒歩 15 分、那珂インター15 分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東海第二原発再稼働反対・廃炉に」の署名に引き続いて取り組んでいます。 
 2・9 日に駅前で行いました。１５人が参加して １３８筆集まりました。 

2・11 日の百里初午祭りでもとりくみました。 
 
「5・3 憲法フェステバル」が計画中 
 5 月 3 日（金）10：00～ 水戸・はなみずき公園 
憲法 9 条土浦の会講演会「アフガンからの報告」：ペシャワール会現地代表、中村哲（医師） 

5 月 26 日（日）14：00～ 土浦市民会館大ホール 入場料：1000 円 
 
 活動ごよみ 

1/15 平和の会理事会 
2/4 「さよなら原発土浦地域連絡会」新春交流会 

2/9  連絡会の署名行動 

2/11 百里初午祭り 
2/19 平和の会理事会 

2 月 4 日「さよなら原発土浦地域連絡会」新春交流会に 26 名参加 

今年の取り組み、原水禁茨城県協議会会長の加藤岑男さんの講演、昼食をはさみながら、参加者、団

体からの意見や訴えなどを通し交流を深めました。 

 講演では日本原水協マーシャル諸島ロンゲラップ島民支援代表団として参加し、1月 23日帰国したば

かりの加藤岑男さんが、 

「被災した島民 86 名のうち 58 名がガンなどの放射能障害で亡くなっています。今でも島民は外部被爆

に加え内部被爆に苦しみ、2 世 3 世にもその影響現れている。米国やマーシャル政府は島を離れた人た

ちにロンゲラップ島に帰還することを進めているが、島で除染されたのは極一部であり、島で取れた食

物は制限されるなど帰島にゆれています。原水爆実験で島民はモルモット扱いにされており、アメリカ

は追跡調査や健康調査結果も住民やマーシャル諸島政府に 
知らせていません。マーシャル諸島の核実験被災の実態を 
もっと知らせなければ」・・・などスライドを交えて、米 
核実験場マーシャル諸島やロンゲラップ島民の様子を詳細 
に語ってもらいました。 
60 年近くたっても放射能汚染に苦しみ故郷にも戻れない、 
当局の隠蔽体質、被害を小さく見せる工作など、福島原発 
事故と重なります。 
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